
全日本官公庁剣道連盟第５８回剣道大会要項（案） 

 

＊大会は、令和６年９月 1 日全剣連「感染予防ガイドライン」（以下「ガイドライン」）に準拠し行な

う。 

１．主    催  全日本官公庁剣道連盟 

２．後    援  公益財団法人全日本剣道連盟並びに一般財団法人東京都剣道連盟 

３．日    時  令和８年１０月３１日（土）８時１０入館 ９時１０分開始 

４．場    所  東京武道館   電話 ０３-５６９７-２１１１ 

〒120-0005 足立区綾瀬三丁目 20 番１号 

交通：地下鉄千代田線・綾瀬駅下車徒歩５分 

５．出場資格   加盟団体に所属し、官公署(政府機関・地方自治・公社・公団・事業団）に勤務

する職員とする。但し、剣道を専門とする者（特別練習生等）を除く。 

（選手は、個人試合・団体試合に出場できる） 

６．注意事項 

【大会出場及び運営にあたって】 ガイドライン参照 

以下に該当するものは、大会に参加することを控えること。 

① 体調が良くない場合、体調が普段と異なる場合（症状がなくても感染している場合があるた

め） 

② 発熱、咳、咽頭痛などの症状がある場合。 

③ 同居家族や身近な知人に感染が疑われる者がいる場合も慎重に判断すること。 

・基礎疾患がある者は、あらかじめ主治医の了解を得ること。 

（留意事項）高齢者が感染した場合、重症化しやすく、死亡率も高いため、６５歳以上の場合は

行事への参加について慎重な判断を行なうこと。 

【入場にあたって】 行事前の感染対策 

①手洗い、アルコ－ル等による手指の除菌を行なう。 

②更衣室を使用する場合は密集を避け、換気を行なう。 

・男子の更衣は、観覧席、第一武道場とする。（和室以外）  

・女子更衣室は、第一武道場和室、第二武道場和室及び 1 階更衣室（荷物を置かない）とし密集状

態にならないように配慮する。荷物は、大道場第１試合場側控室にも置ける。 

③選手並びに関係者（駐車受付、誘導の係員）は、マスク着脱は任意とする。 

【大会々場内での留意事項】 剣道の実施にあたって 

①面を付けて剣道を行なう際には、飛沫の飛散防止等のため、口の部分を覆うシールドもしく

は、面マスクを着用する。 

②大会審判員のマスクの着用は不要とする。また、形演武者のマスク着脱は任意とする。 

③試合場大武道場は、見学者、付き添い等は入場できない。（選手、関係者との密集を避けるた

めの処置）観覧席を利用する。 

④入場口のアルコール除菌液で手指消毒を行うこと。   

⑤会場内では、大きな声で会話や応援等をしないこと。応援は、拍手のみとする。 

⑥第二武道場は、開会式後の使用とする。１６時まで選手の交流の場として利用できる。 
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７．入館・受付 係員は、８時迄集合し東口から大会備品を運搬・同時に入館し会場設営を行う。選

手は、８時１０分から入館し観覧席等で更衣する。受付は、８時３０分から第一武

道場にて行う。 

８．試  合  試合は、全日本剣道連盟、試合・審判規則に及び同細則、及び剣道試合・審判・運

営要領手引きに準拠し行う。                                  

(1)  個 人 試 合（申込み時の段位とする） 

１）  出 場 人 員 

 各団体男子の部は、１名、女子の部２名までとする。 

２）  試合時間 及び勝敗（参加人員が多い場合、試合時間を変更する場合がある） 

   個人戦の試合は、３分間３本勝負とする。時間内に勝敗が決しない場合は、２分間の延長

戦を行う。延長戦でも勝敗が決しない場合は、判定により勝敗を決する。 

       但し、決勝戦は、３分間３本勝負とし時間内に勝敗が決しない場合は、延長戦を２分間ず

つ区切り勝敗の決するまで行なう。 

         延長戦は、２回行っても勝敗が決しない場合、主審は試合者の状態を確認して休息を入れ

る等の対策を取り、次の延長戦に入る。以降同様に行う。  

  ３） 個人戦の不戦勝ちの場合、宣告を行なう。 

（2） 団 体 試 合 

１） 出場団体は、１チームまで出場できる。 

 ２） 編  成 

 ① １チーム五人制とする 

② チ－ムの編成は、都道府県の官公署等を単位とし、全国的規模での編成を認めない。 先鋒

から大将までの順番は段位によらず自由とする。（申込変更締め切り後に欠員が生じた場

合、大会当日その者との変更とする。） 

③ 選手は、段位・称号の制限を行わない。 

３）試合時間及び勝敗（参加チームが多い場合、試合時間を変更する場合がある） 

団体戦の試合は、３分間３本勝負とし、時間内に勝敗が決しない場合は引き分けとする。 

団体戦の勝敗は、勝者の数によって勝敗を決する。勝者が同数の場合は、総本数の多い方を

勝ちとする。総本数が同数の場合は、代表者戦によって勝敗を決する。 

   代表者戦は、３分間１本勝負とし、時間内に勝敗が決しない場合は、延長戦を２分間づつ区

切り勝敗の決するまで行なう。延長を２回行っても勝敗が決しない場合、主審は試合者の状

態を確認して休息を入れる等の対策を取り、次の延長に入る。以降同様に行う。 

４）監督は、大将又は副将が兼ねる。（大将戦の場合副将が兼ねる） 

５）当日の変更受付は、止むを得ない理由によるものとする。但し、団体戦における試合中に負

傷をして試合不能となった場合、次の試合から試合不能者との選手変更を認める。 

（本部総務係に選手変更の手続きを行なうこと） 

６）団体戦の不戦勝ちの場合は、宣告は行なわない。 

８．表   彰    

個人試合は、優勝、二位、三位（２名）敢闘賞（４名）の表彰を行なう。入賞者には、メダ

ルの授与を行う。 

団体試合は、優勝、二位、三位（２チーム）敢闘賞（４チーム）の表彰を行なう。 

入賞者には、メダルの授与を行う。 
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団体優勝チームに優勝旗を贈呈（次回大会返還)   前年度優勝 東京拘置所 

団体優勝チームに優勝杯を贈呈（次回大会返還)         同上 

団体優勝チームに全日本剣道連盟より楯の贈呈を行なう。 

団体優勝チームに東京都剣道連盟杯（次回大会返還）及びレプリカの贈呈を行なう。 

団体試合の優勝に最も貢献し試合態度が模範なる者に最優秀選手 1 名を表彰する。 

前回、令和７年度団体の部優勝チーム東京拘置所にレプリカの贈呈を行なう。（開会式） 

９．そ の 他 

(1) 選手は、名札（所属・姓名）を必ず着用のこと。（名札の無い選手は、試合が出来ない） 

(2) 事故防止のため、竹刀の点検を行なうこと。 

  中結いは、剣先から全長の約１／４の箇所にしっかりと固定させる。 

  また、竹刀は、先端部が 極端に細いものは使用しない。 

(3) サポ-タ－の使用は、あくまでも医療用とし目的外の使用を禁ずる。（審判主任の許可を得る） 

(4) 大会当日に、故意または、不注意により施設に損害を与えた場合、加害者は賠償の責任を負うも

のとする。 

(5) 入館は、下足をビニ-ル袋等にいれてからとすること。（ビニ－ル袋は、連盟でも用意する） 

(6) 参加者にはプログラムを配布する。 また、役員、審判、係員の弁当は連盟で用意する。 

（選手の弁当は、各団体又は、個人で用意する） 

(7) 選手全員に当日の傷害保険加入をする。試合実施中に障害が発生した場合、救護室で応急処置を

行い記録書に必要事項を記入する。また、救急車は武道館から要請を行うものとする。 病院等

での治療費は本人負担とする。（健康保険証を持参する） 

(8) 武道館の駐車場は、イベント毎に少数台数の割当があるが出来るだけ交通機関を利用する。（地

下鉄千代田線・綾瀬駅下車徒歩５分） 

（9）ペットボトルは、備え付けの自販近くの容器入れに回収する。弁当箱等の用済みの塵は、各自持

ち帰りに協力すること。また、置き去り等のマナー違反をしないこと。 

(10）荷物を放置し長時間の館内からの外室を禁止する。 

(11) 大会終了後は、速やかに施設から退場すること。  

                                       

【注 意】○令和８年４月中央講習会より抜粋（全日本剣道連盟伝達講習会）               

１．試合・審判規則の解釈と運用について                       

(1）第２７条有効打突の取消・・・有効打突を取り消す場合、主審は合議前の旗の表示 をし

つつ「取り消す打突部位」の宣告をしてから、「取り消し」の宣告と表示をする。                                    

○規則第２７条 試合者に不適切な行為があった場合は、主審が有効打突の宣告をした後でも、その宣告を取り 

消すことができる。○細則代２４条 不適切な行為とは、打突後、必要以上の余勢や有効を誇示した場合など

とする。  

２．剣道試合の更なる発展を目指して                        

(1) 残心を示さない。残心の示し方が正しくない。                  

(2) 打突後に竹刀で床を叩く行為。                         

(3) 顔（面部）を拳で叩く、竹刀を首に掛けるような行為。 
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 ○残心とは、打突後は油断することなく正対し、間合いを考慮しながら「中段の構え」となって残心を示

す。一般的に、打突後油断せず相手の反撃にも対応できる身構え、気構えをいう。  

※ 剣道試合・審判規則第１条（規則の目的）には、「剣の理法を全うしつつ、公明正大に試合をし、

適正公平に審判する」とある。従って、審判は第１条を基本にして、試合・審判の諸情報や手続

きに従って措置することになる。例 危険な行為、意図的な時間空費や防御姿勢（勝負の回避）

による相手に接近するような行為は、規則第 1 条に則り反則を適用する。             

○事故防止のため、危険な行為（暴力的突き・迎え突き・かちあげ行為）、顔（面金部）を拳で叩くなどの 

行為、又、打突に繋がらない体当たりで押し倒すことや場外反則狙いなどの不適切な行為。 

３．運営要領「中止要請」試合者は、試合の中止を要請する場合は、手を上げ、かつ主審に

向かって「タイム」と発声する。                                 

○令和８年４月中央講習会より抜粋 （全日本剣道連盟伝達講習会）                        

二刀の試合・審判心得（暫定版） 

Ⅰ．剣道試合・審判規則 剣道試合・審判細則                    

付 剣道試合・審判細則「その他の要領」P12                  

１．試合者が二刀を使用する場合は、次の要領で行なう。                 

(1)小刀および大刀を共に提げ刀する。                          

(2)構えるときには、最初に右手で左手に持つ竹刀を抜いて左手に持ち替え、次に右手に 持つ竹

刀を構える。                                     

(3)納めるときは、最初に右手に持った竹刀を納め、次に左手に持った竹刀を右手に持ち 替え納

める。                                        

(4)その他は、一刀の場合の要領に準じて行なう。 

Ⅱ．剣道試合・審判・運営要領の手引き（運用の解釈）                

○審判（P17～18）                               

二刀について                                 

①小刀での打突が有効打突になるには、大刀で相手の大刀を制している場合で、打った方の肘が

良く伸び、充分な打ちで条件を満たしていることを必要要件とする。但し、鍔競り合いでの小刀

の打突は原則として有効としない。                           

②試合中、竹刀が破損し、代えの竹刀がなければ試合不能として、負けとする。       

③二刀の鍔競り合いは、小刀を下に、大刀を上とし、二刀を交差する形で指導する。                        

④一刀では、鍔迫り合いの解消途上では中段状態でお互いの剣先が離れるところまで引いて構え

直す(右足前となる)が、二刀の鍔競り合いの解消について、正二刀（右二刀）、逆二刀（左二刀）

のそれぞれにおいて右足前と左足前がありバリエーションに富むため、必ずしも一旦右足前とす

ることにこだわる必要はない。むしろ、解消途上での不当行為がなきように留意すべきである。 

以 上 
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